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会員増強にご協力ください
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　初秋の候、公益社団法人小田原法人会の皆様に
は、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　本年７月の定期人事異動により、小田原税務署長
を拝命し、国税庁長官官房 国際業務課から転任し
て参りました中山でございます。前任の生方同様の
ご厚情を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。
　神戸会長をはじめ、役員並びに会員の皆様には、
平素より税務行政の円滑な運営につきまして、深い
ご理解と多大なご協力を頂き、厚く御礼申し上げま
す。
　貴会の活動につきましては、税に関する各種の説
明会の開催や広報活動のほか、２市８町の小学生を
対象とした「税の写真展」や租税教室の開催など、
地域に密着した様々な活動を行っていると伺ってお
ります。このような地域に根差した取り組みを数多
く行うことにより、正しい税知識の普及と納税意識
の高揚に貢献していただいておりますことを、私ど
もといたしまして大変心強く感じております。
　また、新型コロナウイルス感染症対策や原油高、
物価高騰等の国内外の厳しい社会情勢に直面し、
日々の企業経営にご苦労される中、法人会における
社会貢献活動に熱意を持って取り組んでこられた皆

様のご努力に対しましても、改めて感謝申し上げま
す。今後は、コロナ禍が明け、観光業等の経済活動
が通常に戻っていくなかで、貴会の活動が益々盛ん
になっていくことをご期待申し上げます。
　ところで、令和５年10月から消費税の「適格請求
書等保存方式」いわゆるインボイス制度が開始され
ます。現在、署といたしましては、免税事業者の方
向けの周知広報に力を入れており、各種負担軽減措
置の周知広報や登録がお済みでない事業者向けの個
別相談会の開催など行っております。また、制度開
始当初から適格請求書発行事業者となるためには、
制度開始前日までに登録申請を行っていただく必要
がありますが、登録完了後、お手元に通知が届くま
で時間が必要ですので、早めの登録申請と、登録通
知を早く受け取れる電子申請（ｅ－Ｔａｘ）のご利
用をお願いいたします。もし、会員の皆様の取引先
や同業者で相談を希望されている方がおられました
ら、当署までお知らせいただければ、幸いです。
　また、このような新制度の定着や国税庁の使命で
ある「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ
円滑に実現する」を達成するためには、貴会との連
携・協調関係が重要かつ必要不可欠であると考えて
おりますので、小田原法人会の皆様におかれまして
も、引き続き税務行政の良き理解者として、温かい
お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、公益社団法人小田原法人会
の益々の御発展と、会員の皆様のご健勝、事業の更
なるご繁栄を心より祈念いたしまして、私の着任の
挨拶とさせていただきます。

着任のごあいさつ

小田原税務署長

中山　覚

未加入のお取引先・お知り合いの方がおられましたら、
入会をお勧めください。

会員増強運動　　　　
実施中！入って良か

った！ 法人会を目指しま
す

様々な経営者との交流で、
良き経営者を目指す！

税の正しい知識を
身につける！

税

600 タイトル以上の
セミナー動画が見放題

無料インターネットセミナー
いつでもどこでも！

ＩＤ：hj0235
パスワード：3641

今すぐ　小田原法人会　　　　で検索



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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役　職
新　　任 前　　任

氏　名 前　職 氏　名 異動内容

署　長 中
なか

山
やま

　　覚
あきら 国税庁

長官官房 国際業務課 国際企画官 生
うぶ

方
かた

　英
えい

次
じ

退官

副署長
（総・個・産） 礒

いそ

　　和
かず

久
ひさ

（留任） 礒
いそ

　　和
かず

久
ひさ

（留任）

副署長
（管・徴・法） 玉

たま

井
い

　成
しげ

人
と 預金

保険機構 特調２ 課長 関
せき

川
がわ

　正
まさ

浩
ひろ

東京局 調一（Ｄ１） 特官

特官（法人） 小
こ

呂
ろ

舘
だて

　健
たけし

東京局 調二調１ 総括主査 藤
ふじ

本
もと

　竜
たつ

幸
ゆき

藤沢署 特官（法人） 特官

総務課長 桑
くわ

木
き

野
の

正
まさ

崇
たか

東京局 国税広報
広聴室 室長補佐 瀧

たき

澤
ざわ

　麗
れい

子
こ

東京上野署 総務課 課長

管運１統括 深
ふか

井
い

　政
まさ

勝
かつ

横浜南署 管理運営 統括官 木
き

村
むら

　善
よし

広
ひろ

大和署 管理運営１ 統括官

管運２統括 廣
ひろ

田
た

　　治
おさむ

（留任） 廣
ひろ

田
た

　　治
おさむ

（留任）

徴収１統括 小
こ

宮
みや

　圭
けい

一
いち

町田署 徴収 統括官 先
せん

崎
ざき

　弘
ひろ

樹
き

東京局 徴特機官 総括主査

徴収２統括 上
うえ

村
むら

　公
きみ

孝
たか

（留任） 上
うえ

村
むら

　公
きみ

孝
たか

（留任）

個人１統括 松
まつ

本
もと

　　学
まなぶ

（留任） 松
まつ

本
もと

　　学
まなぶ

（留任）

個人２統括 小
お

野
の

　健
けん

治
じ

（留任） 小
お

野
の

　健
けん

治
じ

（留任）

個人３統括 木
きりゅう

立　正
まさ

彦
ひこ

（留任） 木
き

立
りゅう

　正
まさ

彦
ひこ

（留任）

資産統括 嶋
しま

崎
ざき

むつみ 東京局 課一機動 主査 田
た

中
なか

　健
けん

司
じ

横浜中署 資産１ 統括官

法人１統括 柿
かき

並
なみ

　儀
よし

輔
すけ

東京局 課二料二 総括主査 酒
さか

井
い

　英
ひで

知
ちか

東京上野署 法人１ 統括官

法人２統括 中
なか

村
むら

　智
とも

美
み

（留任） 中
なか

村
むら

　智
とも

美
み

（留任）

法人３統括 櫻
さくらい

井　雄
ゆう

二
じ

横浜中署 法人４ 上席 壁
かべ

地
ち

　治
はる

彦
ひこ

神奈川署 法人９ 統括官

法人４統括 大
おお

田
た

　貴
たか

士
し

小田原署 法人１ 連調官 松
まつ

瀬
せ

　純
じゅん

一
いち

郎
ろう

横浜中署 情技官
（法人） 情技官

法人５統括 王
おう

野
の

　弘
ひろ

志
し

（留任） 王
おう

野
の

　弘
ひろ

志
し

（留任）

法人連調官 熊
くま

本
もと

　　忠
ただし

青梅署 法人１ 総括上席 大
おお

田
た

　貴
たか

士
し

小田原署 法人４ 統括官

課長補佐 朝
とも

永
なが

　昭
あき

浩
ひろ

（留任） 朝
とも

永
なが

　昭
あき

浩
ひろ

（留任）

総務係長 星
ほし

野
の

　　敦
あつし

（留任） 星
ほし

野
の

　　敦
あつし

（留任）

会計係長 大
おお

島
しま

　　巌
いわお

保土ヶ谷署 総務課 会計係長 平
ひら

尾
お

　太
た

一
いち

町田署 個人 調査官

令和５事務年度　小田原税務署　新旧幹部職員名簿
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小田原税務署
幹部職員プロフィール

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官
（
源
泉
所
得
税
担
当
）　

中な
か
村む
ら　

智と
も
美み　
出
身
地
／
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町	

留
任

　

小
田
原
税
務
署
勤
務
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
法
人
会
の
皆
様
と
説
明
会
等
で
ご
一
緒
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法人課税第一部門統括官　柿
かき

並
なみ

　儀
よし

輔
すけ

　出身地／神奈川県相模原市
前任＝東京国税局　課税第二部資料調査第二課　総括主査
　初めての小田原税務署勤務です。二市八町という広範な各地域の特色に
早く慣れ会員の皆様の益々の発展のために尽力いたしますのでよろしくお
願いいたします。

上
席
調
査
官
（
法
人
税
担
当
）　

吉よ
し

本も
と　

敏と
し

春は
る　

出
身
地
／
北
海
道
檜
山
郡
上
ノ
国
町	

前
任
＝
厚
木
税
務
署　

法
人
課
税
第
１
部
門　

上
席
国
税
調
査
官
（
法
人
税
審
理
担
当
）

　

本
年
の
異
動
で
厚
木
署
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。
歴
史
や
温
泉
な
ど
見
ど
こ
ろ
の
多
い
小
田

原
法
人
会
の
地
で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

署
長	

中な
か

山や
ま

　
覚あ
き
ら　

出
身
地
／
東
京
都
江
東
区

前
任
＝
預
金
保
険
機
構
　
特
別
業
務
部
　
特
別
調
査
二
課
長

　
小
田
原
法
人
会
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
適
正
公
平
な
課
税
の
実
現
及
び
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
署
長	

玉た
ま

井い

　
成し
げ

人と	

　
出
身
地
／
愛
媛
県
西
条
市

前
任
＝
預
金
保
険
機
構
　
特
別
業
務
部
　
特
別
調
査
二
課
長

　
25
年
ぶ
り
の
小
田
原
勤
務
で
す
。
昼
食
は
「
足
柄
茶
」
と
「
梅
干
・
あ
ん
ぱ
ん
」、

夕
食
は
小
田
原
、
足
柄
の
「
日
本
酒
・
地
ビ
ー
ル
」
と
相
模
湾
の
「
か
ま
ぼ
こ
・
干

物
」、
夜
は
箱
根
、
湯
河
原
の
「
温
泉
」
で
英
気
を
養
い
、
皆
様
と
と
も
に
地
域
の

発
展
、
税
の
啓
発
活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
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第
１
部
は
、
元
衆
議
院
議
員
の

杉
村
太
蔵
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
ど

ん
底
か
ら
の
人
生
逆
転
劇
」
と
題

し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
通
常
総
会
は
、
会
員

１
５
０
余
名
の
出
席
の
他
、
小
田

原
税
務
署
よ
り
生
方
署
長
、
幹
部

の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
開
催
。

　

山
田
総
務
委
員
長
の
司
会
の
も

と
、
神
戸
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か

ら
第
３
号
議
案
は
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】

定
款
の
一
部
変
更
の
件

【
第
３
号
議
案
】

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
の
件

〈
報
告
事
項
〉

①
令
和
４
年
度
事
業
報
告

②
令
和
５
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　

収
支
予
算

　

議
事
終
了
後
、
令
和
４
年
度
会

員
増
強
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
役
員

12
名
、
受
託
保
険
会
社
社
員
13
名
、

福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
８
名
に
対
し
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
神
戸
会
長
よ
り
感
謝
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
増
強
金
賞　

加
藤
敏
夫
氏

退
任
理
事

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

昭
和
興
発
㈱　
　
　
　

西　
　

寛

㈱
太
田
機
械　
　
　
　

太
田　

忠

㈲
か
め
や
海
洋　
　
　

加
藤　

寛

㈱
古
川　
　
　
　
　
　

古
川
剛
士

譲
原
建
設
㈱　
　
　
　

譲
原　

彰

㈲
ケ
ー
オ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
和
夫

㈱
山
本
工
務
店　
　
　

山
本
健
一

㈱
ナ
カ
イ
シ
ス
テ
ム　

加
藤
敏
夫

㈲
あ
し
が
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川
久
弥

㈱
ホ
テ
ル
南
風
荘　
　

鈴
木
茂
男

不
動
産
情
報
セ
ン
タ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
嶋
崇
之

第 11 回通常総会並びに
「杉村太蔵氏　講演会」

神
戸
会
長
再
任6 月 21 日（水）湯本富士屋ホテル6 月 21 日（水）湯本富士屋ホテル
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令和5・6年度
役員紹介正副会長

理事

常任理事

●印は新任（敬称略・役職内順不同）

㈱
小
田
原
百
貨
店

神
戸　

洋
一

　 会　長

㈲
山
田
会
計
事
務
所

㈱
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス

司
建
設
㈱

山
田　

敏
紀

倉
田　

雅
史

鈴
木　

達
之

総務委員長

　副会長
（組織委員会担当）

　副会長
（税制委員会担当）

㈱
鈴
木
電
機

鈴
木　

省
三

　副会長
（事業研修委員会担当）

㈱
花
憐

金
山　

一
美

㈲
ま
る
と

穂
坂　
　

肇
小田原支部

小田原支部

㈱
吉
池
旅
館

鈴
木　

和
男

箱根支部長

㈱
勝
俣
組

勝
俣　

德
彦

　副会長
（厚生委員会担当）

㈱
精
巧
舎

石
﨑　
　

孝
　副会長
（総務委員会担当）

㈱
し
い
の
食
品

椎
野　

雅
之

税制委員長

㈲
神
谷
機
材

神
谷　

賢
治

湯
河
原
燃
料（
企
）

杉
山　

裕
治

㈱
ゆ
う
シ
ス
テ
ム

小
田　

善
三

組織委員長

●
㈱
Ｊ
Ｏ
Ｙ
わ
ー
く
す

下
田　

悦
基

厚生委員長

小
田
原
紙
器
工
業
㈱

木
崎　

庸
雅

広報委員長

㈱
杉
崎
工
務
店

杉
﨑　

勝
成

小田原支部長川東支部長

小田原支部

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

石
田　

浩
二

　副会長
（広報委員会担当）

小
田
原
報
徳
自
動
車
㈱

曽
我　

良
成

事業研修委員長

女性部会部会長

●
さ
が
み
信
用
金
庫

中
村　

知
裕

湯河原・真鶴支部長

三
栄
管
工
業
㈱

川
瀬　

公
之

㈲
協
和
開
発
企
業

杉
山　
　

修

（
医
）同
愛
会 

小
澤
病
院

尾
崎　

進
哉

小田原支部 小田原支部小田原支部

小田原支部

㈱
村
山
商
店

村
山　

真
康

●
㈲
高
橋
巌
商
店

高
橋　

祐
造

㈲
籔
田
鉄
工
所

籔
田　

澄
雄

南足柄・山北支部

㈱
銅
留
工
業
所

尾
㟢　

純
代

㈱
井
上井

上　

勝
典

青年部会部会長

足柄支部長

小田原支部

㈱
高
部
金
属

髙
部　

伸
一
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監　事

三
惠
開
発
㈲

柏
木　
　

聡
南足柄・山北支部

㈱
秋
山
商
店

秋
山　

桂
子

㈱
ク
レ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

川
島　

伸
一

南足柄・山北支部

●
㈱
古
川

小
泉
建
設
㈱

ア
ソ
ー
熱
工
業
㈱

●
㈱
ト
ー
プ
ラ

㈱
誠
心
工
事

古
川　

大
司

小
泉　

幸
久

関
野　
　

功

大
滝　

靖
生

山
本　
　

誠

相
模
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱

㈱
鈴
木
組

加
藤　

哲
也

脇
山　
　

俊

㈲
ナ
カ
ザ
ト
電
器
商
会

●
小
田
原
栄
興
自
動
車
㈱

●
相
模
洋
洗
㈱

伊
達　
　

寛

井
上　

直
也

岩
崎　

明
博

健
伸
工
業
㈱

㈲
山
﨑
建
設

田
代　

克
己

山
崎　

雅
紀

（福）
県
西
福
祉
会

柴
田　

和
生

南足柄・山北支部

南足柄・山北支部南足柄・山北支部

富
士
屋
ホ
テ
ル
㈱

長
澤　

一
嘉

神
奈
川
パ
ー
ク
ス
㈱

㈱
仙
郷
楼

●
㈲
ち
も
と

●
㈱
カ
ト
ー

西
島　

庸
吉

石
村　

光
稔

杉
山　

隆
寛

加
藤　

哲
也

●
㈱
か
ね
や

㈱
コ
バ
ヤ
シ

山
口　

由
佳

小
林　

省
隆

㈲
足
柄
工
務
店

東
亜
㈱

●
㈱
西
湘
設
備
工
業

鍵
和
田　

均

辻
村　

彰
秀

穂
谷
野　

雅
史

東
京
地
方
税
理
士
会

　

小
田
原
支
部

山
田　
　

豊

川東支部

女性部会

●
㈱
湘
栄
電
子

●
湘
南
乳
販
㈱

㈲
あ
お
き
釣
具
店

松
本　

宏

北
川　

祐
史

青
木　

博
和

㈱
東
華
軒

飯
沼　

寛
雄

㈲
谷
和

㈱
フ
ジ
ミ

谷
口　
　

勇

清　
　

元
秀

足柄支部足柄支部

箱根支部

足柄支部足柄支部

足柄支部

湯河原・真鶴支部

箱根支部箱根支部青年部会

湯河原・真鶴支部 足柄支部

箱根支部

小田原支部小田原支部小田原支部小田原支部川東支部

川東支部

川東支部川東支部

川東支部 川東支部川東支部
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事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」
や
「
地
域
情
報
紙
」
に
て
随
時
案
内
中
！

●
小
田
原
支
部

　

★
益
子
直
美
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

・
４
月
10
日
㈪　

小
田
原
お
堀

　

端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

　

参
加
者
59
名

●
川
東
支
部
・
女
性
部
会

　

★
寄
付
活
動

　

・
５
月
23
日
㈫　

小
田
原
市
社

　

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

セ
ン
タ
ー

　

★
「
第
14
回
ベ
ル
マ
ー
レ
親
子

　

ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」

　

並
び
に
税
金
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
「
物
知
り
風
魔
５
忍
者
を
探
せ
」

　

・
７
月
22
日
㈯　

小
田
原
ア
リ

　

ー
ナ　

参
加
者
21
名

真
鶴
港

　　
Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
か
ら
徒
歩
15

分
ほ
ど
で
た
ど
り
着
く
真
鶴

港
。

　

海
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ

る
こ
の
港
で
は
、
イ
ワ
シ
・

カ
サ
ゴ
・
イ
カ
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
魚
を
釣
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

周
辺
に
は
海
鮮
料
理
の
お

店
が
立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、

魚
が
釣
れ
な
く
て
も
美
味
し

い
海
鮮
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

　

美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が

ら
の
お
散
歩
も
お
す
す
め
で

す
。

表
紙
の
紹
介

「
真
鶴
港
鳥
瞰
」

上
出
雅
彦
　
画

７つの間違い探し
＊右の絵と左の絵には相違点が７か所あります。
　見つかりますかな？（答えは14頁にあります）

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）　
　 　専修大学法学部卒業後、漫画プロダクションを経て漫画家に。現在はフリーランスのイラストレーター
として、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。
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前
日
降
っ
た
雨
は
あ
が
り
蒸
し

暑
い
朝
を
迎
え
た
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
９
月
１
日
土
曜
日
午
前

11
時
58
分
、
Ｍ
7.9
震
度
６
の
激
し

い
揺
れ
が
小
田
原
を
襲
い
ま
し
た
。

こ
の
震
災
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ

は
当
時
撮
影
さ
れ
た
数
多
く
の
写

真
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
百
年
が
経
過
し
た
現
在

で
は
そ
の
体
験
を
語
っ
て
く
れ
る

人
は
皆
無
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
当
時
の
記
録
が
日
記
・
報

告
書
・
体
験
記
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
体

験
談
を
中
心
に
当
時
を
小
田
原
町

の
被
災
当
時
の
様
子
を
見
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。

　

小
田
原
市
防
災
部
防
災
対
策

課
が
ま
と
め
た
『
小
田
原
市
地

震
対
策
基
礎
調
査
―
小
田
原
市

地
震
史
―
』（
１
９
９
３
年
）
や

『
片
岡
日
記
』（
小
田
原
史
談
会
編
、

２
０
２
２
年
）、『
小
田
原
叢
談
』

（
石
井
富
之
助
著
、
２
０
２
０
年
）

に
よ
り
ま
す
と
、「
立
っ
て
い
ら

れ
な
か
っ
た
、
転
が
っ
た
、
這
い

ず
っ
て
い
た
、
た
た
き
つ
け
ら
れ

た
」
と
い
う
証
言
が
多
い
の
が
わ

か
り
ま
す
。
震
度
６
と
い
う
揺
れ

を
体
験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
恐
怖
に
直
面
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
本
震
の
揺

れ
は
激
し
い
上
下
動
で
あ
っ
た
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
間
断
な
く

起
き
る
激
し
い
上
下

左
右
の
揺
れ
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の

上
下
動
で
家
屋
は
一

瞬
に
し
て
倒
壊
し
て
、

二
階
建
て
家
屋
は
一

階
部
分
が
潰
れ
、
土
壁

か
ら
あ
が
る
土
ほ
こ

り
に
包
ま
れ
、
壊
れ
た

屋
根
の
隙
間
か
ら
空

が
み
え
る
な
ど
、
頭
が

混
乱
し
て
一
瞬
何
が

お
き
た
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
他

に
も
地
震
発
生
の
前

に
ゴ
ー
と
い
う
大
音
響

が
響
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
町
の
震
災
で
特
徴
と
な

る
被
害
に
火
災
の
発
生
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
火
災
の
被
害
は
東
京
・

横
浜
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

市
街
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
震

の
発
生
が
昼
時
と
重
な
っ
て
い
た

た
め
、
竈
の
残
り
火
な
ど
か
ら
町

内
各
所
で
発
火
し
て
燃
え
広
が
り

ま
し
た
。
小
田
原
用
水
は
上
流
部

で
水
路
が
破
壊
し
た
た
め
消
火
活

動
は
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
延
焼

は
２
日
に
わ
た
っ
て
続
き
自
然
鎮

火
を
待
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
小
田
原
警
察
署
の
統
計
に

よ
る
と
、
小
田
原
町
の
全
戸
数

５
１
５
５
に
対
し
、住
居
の
全
壊
・

半
壊
・
全
焼
は
４
５
７
２
に
お
よ

び
、
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
家
は

な
か
っ
た
に
等
し
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
死
傷
者
は
２
２
９
２
人
と
人

口
の
９
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
周

辺
の
足
柄
下
郡
の
村
落
で
は
大
規

模
な
火
災
の
発
生
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
家
屋
の
倒
壊
率
は
95
～

100
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
激
甚
な
災
害
地
と
な
っ

た
の
が
片
浦
村
で
し
た
。
体
験
談

を
要
約
す
る
と
、根
府
川
で
は「
全

壊
し
た
家
は
な
か
っ
た
が
、
５
分

後
の
２
回
目
の
地
震
で
白
糸
川
筋

か
ら
山
津
波
が
き
た
、
も
の
す
ご

い
土
煙
で
、
竜
巻
の
よ
う
だ
っ

た
、
高
台
か
ら
み
る
と
根
府
川
の

部
落
が
赤
土
の
野
原
と
な
っ
て
い

た
、
根
府
川
鉄
橋
は
崩
れ
ト
ン
ネ

ル
に
も
山
津
波
が
落
ち
（
機
関
車

が
埋
ま
っ
た
）、根
府
川
駅
は
（
駅

舎
と
と
も
に
）
汽
車
が
（
海
岸
ま

で
）
落
ち
た
」
と
い
う
証
言
が

残
っ
て
い
ま
す
。
米
神
で
も
山
津

波
が
あ
り
海
岸
に
逃
げ
た
が
津
波

も
来
た
の
で
再
び
山
側
に
避
難
し

た
よ
う
で
す
。
片
浦
村
全
体
で
は

戸
数
４
１
２
の
う
ち
３
６
４
棟
が

全
半
壊
・
埋
没
し
て
、
死
傷
者
は

６
０
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

震
災
百
年

～関東大震災から百年の今～
⑵小田原の震災被害

「
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
所
蔵
」

「
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
所
蔵
」

「
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
所
蔵
」
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　新会員紹介コーナー
令和 5 年 4 月 1 日～令和 5 年 7 月 18 日（敬称略）　　　
※新入会 11 社の内、情報公開に同意された 9 社を掲載しております。　

★小田原支部

高助商事㈲ 高井雅弘 自動車整備業 小田原市板橋 199 0465-22-7711

朝翠養蜂販売㈱ 杉本真理子 養蜂・はちみつ販売 小田原市早川 2-4-19 0465-22-7137

Lounge Iris 渋谷佳穂 飲食業 小田原市堀之内 63-23 080-2255-8780

㈱ shilre 遠藤彩椋 運送業 大磯町月京 23-31 080-4953-0927

★川東支部

Capace 長嶋仁志 飲食業 小田原市鴨宮 250-4　プライム K1-A 090-8011-8979

★南足柄・山北支部

露木勝兵ヱ商店 露木尚徳 小売業 山北町山北 2799 0465-75-0002

★足柄支部

健誠 sports ㈱ 榊原健一 サービス業 中井町松本 1469-1 0465-55-8259

㈱ sea force 村田秀行 保険代理業・レンタカー事業 中井町井ノ口 1856-1 0465-46-9871

★湯河原・真鶴支部

宮川・神蔵社会保険労務士法人 宮川勝行 社会保険労務士業 湯河原町吉浜 796 0465-63-3318

今後の事業活動スケジュール〈令和5年9月～令和5年11月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

9
月 13 日（水） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（9 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人

10
月

24 日（火） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（10 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人
27 日（金） 15：40 ～ 16：20 新設法人説明会 小田原税務署会議室 法人

11
月

1 日（水） 14：00 ～ 16：30 年末調整説明会 おだわら市民交流センター UMECO 法人
15 日（水） 14：00 ～ 16：30 年末調整説明会 おだわら市民交流センター UMECO 法人
11 日（土）

10：00 ～ 20：00 第 21 回小学生の税の写真展 ダイナシティウエスト 小学生
12 日（日）

※「決算法人説明会」及び「新設法人説明会」は先着順の事前申し込み制です。

パズル・パズル・ 数独数独

ルール①：まだ数字の入っていないマスに、１から９ま
での数字のどれかをひとつずつ入れましょう。
ルール②：タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３
のブロックのいずれにも、１から９までの数字がひとつ
ずつ入るようにします。
【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。 （答えは12頁にあります）

【問題】
二重枠に入った数字の合計は
いくつでしょう？
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小田原労働基準監督署
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地元のスポーツクラブを応援しよう！
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県税事務所の手続きは電子申告（申請）・電子納付をご利用ください

県税事務所からのお知らせ

　お手元のパソコンやスマートフォンから手続きができます。
　窓口でお待ちいただかないよう、ご来所いただかなくても可能な手続きにつきましては、電子申告（申
請）・電子納付をご利用ください。

○電子申告・申請（インターネット等で行える各種サービス）
・ｅＬＴＡＸ（エルタックス　地方税ポータルシステム）
・自動車税種別割納税通知書の送付先変更　※別に運輸支局等での住所変更手続きが必要です。
・自動車保有関係手続の電子申請　　　・納税証明書の交付請求
・法人設立ワンストップサービス　　　・個人が取得した新築住宅用土地に係る不動産取得税の減額申請

○電子納付（ＱＲコード決裁、ダイレクト納付など）
以下の税目については電子納付が可能です（税目により対応可能な納付方法が異なります）。
・個人事業税　　　・自動車税種別割　　　・不動産取得税
・法人県民税、法人事業税、特別法人事業税又は地方法人特別税、県民税利子割・配当割・株式等譲渡所
得割

○県税事務所・自動車税管理事務所の窓口受付時間
・月曜日から金曜日の 9 時から 16 時 30 分までです。
（祝休日、年末年始（12 月 29 日から１月３日）を除きます。）
※　自動車税管理事務所の各駐在事務所は、8 時 30 分から 17 時 15 分まで受け付けております。
・お電話でのお問い合わせは、８時 30 分から 17 時 15 分まで受け付けておりますが、できるだけ９時か
ら 16 時 30 分の間にお願いいたします。

 詳しくは、神奈川県ホームページ「県税便利帳」をご覧ください。

◇問合せ先　小田原県税事務所　管理課　管理第二班
　　　　　　ＴＥＬ　０４６５－３２－８０００（代）

間違い探し『三人吉三』の答え
①雲（左上）
②和尚のもみあげ（中上）
③お坊の紋（右上）
④お嬢の親指（左中）
⑤お嬢の鼻緒（左下）
⑥お嬢の小刀のにぎり（中下）
⑦くい（右下）

 【答え】６（２＋４）

県税便利帳
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パズル・パズル・ 数独数独



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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税に関する無料相談所

小田原支部の税理士が直接相談に応じます。もちろん、ご相談内容の秘密は厳守いたします。
来所相談、電話相談ともに事前に電話で相談日の予約をしてください。
詳しくは、電話またはホームページでご確認ください。

場所 小田原箱根商工会議所会館６階　東京地方税理士会小田原支部事務局

電話 0465-24-0195

相談日時 毎週水曜日 13時30分～16時
※毎月25日以降はなし。1月1日～10日、2月16日～3月15日は休み。

相談内容 税務相談・税務書類の書き方指導等。
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融
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取
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７
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「
事
業
資
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付
中
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日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民
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業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

新型コロナウイルス感染症関連の融資のご案内
新型コロナウイルス感染症特別貸付

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一時的な業
況悪化を来し、次のいずれかの要件に該当する方で
あって、中長期的に業況が回復し発展が見込まれる方
（１）最近１ヵ月間等の売上高または過去６ヵ月の平均
　売上高が、前５年のいずれかの年の同期と比較して、
　５％以上減少
（２）業歴が３ヵ月以上１年１ヵ月未満の場合等は、最
　近１ヵ月間等の売上高または過去６ヵ月の平均売上
　高が、次のいずれかと比較して、　５％以上減少　
　　①過去３ヵ月（最近１ヵ月を含む。）の平均売上高
　　②令和元年 12 月の売上高　
　　③令和元年 10 月～ 12 月の平均売上高
（３）債務負担が重くなっている方

資金の
お使いみち

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う社会的要
因等により必要とする設備資金および運転資金

融資限度額 別枠 8,000 万円

利率（年）
（注）

6,000 万円以下 基準利率　− 0.9％
３年経過後：基準金利

6,000 万円超 基準金利

ご返済期間
＜据置期間＞

設備資金：20 年以内 ＜うち 5年以内＞
運転資金：20 年以内 ＜うち 5年以内＞
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よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん

〒250-0011小田原市栄町1-6-4 勝俣組ビル4階 TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。


